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Carbon Reduction of Chromite in Argon Flow 
Hiroshi G. Katayama and Akihiko Tanaka 
Abstract 
In the present work， chrome ore from the Soviet Union and pure chromite separated from 
it were reduced with powdered graphite over a temperature range of 10500 to 14000C under 
a flow of argon 
The results may be summarized as follows: 
1) The composition of the chromite used in the present work is non-stoichiometric (Y203/ 
XO = 1.1)， but becomes stoichiometric when it is reduced at temperatur巴sbelow 1050oC. This is 
achieved by the reduction of F巴+++to Fe+十 Athigher temperatures， itmay be considered 
that the chromite is reduced by the following process with increasing temperature: 
Stage 1 
(Mg， Fe)O・(Cr，Al， Fe)203一一一一一一一一→ (Mg，Fe)O・(Cr，Al)203 
10500 ~ 11000C 
Stage 2 Stage :3 
一一一一一一一一→ MgO・(Cr，Al)z03 →恥fgO十MgO・A1203
1 LOOo ~ 12500C 1250oC~ 
2) The reduc1Ion products of the stage 1 are metallic iron and cementite， while the 
chromium-bearing product， (Cr， Fe)7C3， is produced only after beginning of reaction of the 
st日ge2. 
3) The chrome ore containing gangue minerals is reduced more easily than the puri五ed
cbromite 
1.緒言
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の Fe3Cおよび Cr3C2を生成し，また還元生成ガスは COのみであると仮定して求めると， A' 














































量を試みた。すなわち細粉試料0.5gにH2S04(1 +7) 100 mß を加え 90~950C に 3 時間加熱す
ることにより溶解率は一定するので，その漉液について Crおよび Feを定量した。 このほか









元率はほぼ等間隔に上昇し， 13500Cでは 180分後に 100%に到達する。
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(a)， (b)は 12000C，180分の還元試料の組織であり， クロマイ粒の表面に炭化物(白色)が薄い
層状あるいは脈状に生成している。なお (a)はクロマイト粒の断面組織であるが， (b)は表面の
組織であると思われ凹凸の多い構造を示している。 14000Cの還元試料は炭化物が多量生成し，
l a) 1200oC， 180 min還元 ( b) 1200oC， 180 min還元
(c) 1400oC， 30 min還元 ( d) 1400oC， 180 min還元
写真一1 迷元試料 (B)の顕微鏡組織 (X400) 
(81) 
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とくに 180分還元の試料 (d)は比較的厚い炭化物層を形成している。 しかしこの層は多孔質で





































表-2 クロマイト試料のスピネノレ組成 (wt.%) 
竺竺竺一?竺…:一F民叫e2川O向3什IFe附 O叫 恒竺空ω叫 31凶山M拘附gωO山 | 必
6.61 21.06 61.76 5.61 4.96 工
E 2.86 ;j2.0l 















還元率 (1)ならびに Iの状態から Fe304成
1ω 













n(Mg， Fe)O・m(Cr， Al， Felz03 (m/nキ1.1)-一一一一一→(Mg，Fe)O・(Cr，Al， Fe)203 
10500C以下
段階 I 段階 III





なお段階 Iの還元生成物は金属鉄およびセメンタイトであり， (Cr， Fe)7C3はFeO・Cr203成分
が還元しはじめると現われる。また FeO・Cr203は Cr203を遊離することなく両酸化物が同時
に還元される。 段階 IIIの還元反応が大半終了するとスピネル相はほぼ MgO・Cr203一MgO・
A1203系の固溶体となり，これからの Cr203の還元速度は 13000C以下の温度では非常におそ





i玄1-11において A'，B再試料の還元率は 11500C付近においてほぼ一致するが， この温度
より高低いずれ側においても脈石成分を含む A'試料の方が高い還元率を示す。 試料はともに
















1l(Mg， Fe)O・m(Cr， Al， Fe)203 (m/1lキ1.1)一一一一一一→ (Mg，Fe)O・(Cr，Al， Feh03 
10500C以下
段階 I 段階 II
→ (Mg， Fe)O・(Cr，Al)203一一一一一一一→ MgO・(Cr，Al)203 




なお段階 Iは Fe3+→Fe2+の還元反応であり， これによりクロマイトは Y203/XO= 1.0の組成
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